
第50回認定（平成30年９月認定申請受付）用

内閣府地方創生推進事務局

地域再生計画の作成方法（ポイント集）

（地方創生応援税制活用）

別添２



ポイント集について

□ このポイント集は、地方創生応援税制を活用するために地域再生計画を作成し、又は変更する場合
における、特に照会の多い事項や間違いの多い事項を中心に、地域再生計画の作成方法をお知らせす
るものです。

□ 地方創生応援税制の詳細は、認定申請を行う認定回における地域再生計画認定申請マニュアル（総
論）・（各論）をご確認ください。

□ 認定申請に当たっては、当該認定申請に係る事務連絡をご確認いただき、事前相談期間中に内閣府
地方創生推進事務局までご連絡ください。
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１ 地域再生計画の名称

地域再生計画
１ 地域再生計画の名称

○○町森林資源活用プロジェクト

２ 地域再生計画の作成主体の名称
○○県○○郡○○町

…

① 『地域再生計画の名称』
○ 地域再生計画の名称は、認定時に官報に掲載さ
れます。

○ 申請する計画の特徴・独自性を端的に表した名
称としてください。

○ 改行せず、記載してください。
○ 記号や環境依存文字を使用しないでください。

①

２ 地域再生計画の作成主体の名称

地域再生計画
１ 地域再生計画の名称

○○町森林資源活用プロジェクト

２ 地域再生計画の作成主体の名称
○○県○○郡○○町

…

② 『地域再生計画の作成主体の名称』
○ 作成主体が都道府県の場合

都道府県名を記載してください。
○ 作成主体が市の場合

市名のみ記載してください（都道府県名は記載
しないでください。）

○ 作成主体が東京23区又は町村の場合
都道府県名から記載してください。

②
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３ 地域再生計画の区域

…
２ 地域再生計画の作成主体の名称

○○県○○郡○○町

３ 地域再生計画の区域
○○県○○郡○○町の全域

…

③ 『地域再生計画の区域』
○ 地域再生計画による事業の効果が波及する区域
を記載してください（事業を実施する区域のみでは
ありません。）。

○自治体名の記載方法は、②『地域再生計画の作成
主体の名称』をご確認ください。

○ 区域を自治体の全域とする場合
「○○の全域」と記載してください。

○ 区域を自治体の一部とする場合
・「○○の区域の一部（○○地区）」等、区域が特
定できるよう記載してください。

・「○○の周辺」等、あいまいな記載は避けてくだ
さい。

③
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４ 地域再生計画の目標 ４－１

…
４ 地域再生計画の目標

４－１ 地域の現状
【地理的及び自然的特性】
…

④ 『地域再生計画の目標』
○ 地域再生計画により解決すべき地域の課題とその解決方法を記載します。
○ 地域の課題の原因となる地域の現状（⑤『地域の現状』） → 地域の現状から浮かび上がる解決すべき地
域の課題（⑥『地域の課題』） → 地域の課題を解決する方法及び目標（⑦『目標』）の順で記載してくだ
さい。

○ できるだけ具体的に、データ（数値）を明らかにして記載してください。
○ データ（数値）を記載する場合は、当該データ（数値）の基準日（いつ時点のものか）を明らかにして記載
してください。

④

⑤

⑤ 『地域の現状』
○ 地域の課題（⑥『地域の課題』）の原因となる地域の現状について、
・【地理的及び自然的特性】 ・【産業】 ・【人口】 ・【文化的所産】 ・【その他】
等に区分して分かりやすく記載してください。

○ 地域の課題と関係のない地域の現状については、記載する必要はありません。
○ 地域の課題の原因を分析した上で、記載してください。
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４ 地域再生計画の目標 ４－１

…
４ 地域再生計画の目標

４－１ 地域の現状
【地理的及び自然的特性】

○○町は、○○県の山間部、
○○市の北西に位置する町で
ある。本町の○％は森林区域
であり、中心部を○○川が流
れるなど、豊かな自然環境に
恵まれている。

【産業】
本町は、江戸時代から○○川の水運を利用してスギ等の木

材を建築用資材として出荷し、最盛期の昭和○年代には町民
の約○割である○人が林業を含む木材関連産業に従事する等、
林業を基幹産業として発展してきた。…

⑥ 【地理的及び自然的特性】
○ 地理的及び自然的特性は必
ず記載してください。

○ ③『地域再生計画の区域』
の区域の特性を記載してくだ
さい。

○ 必要に応じて、 ③『地域再
生計画の区域』の区域の図を
挿入するなどしてわかりやす
く記載してください。

⑥

○ 具体的なデータ（数値）を、時点・
出典を明らかにして記載してください。

○ データ（数値）全体が把握できる図
表を挿入することが好ましいです。
→ ⑧『【人口】』参照
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４ 地域再生計画の目標 ４－１

…
４ 地域再生計画の目標
４－１ 地域の現状
【地理的及び自然的特性】 （略）
【産業】

本町は、江戸時代から○○川の水運を
利用してスギ等の木材を建築用資材として
出荷し、最盛期の昭和○年代には町民の約
○割である○人が林業を含む木材関連産業
に従事する等、林業を基幹産業として発展
してきた。しかしながら、平成○年代以降、
輸入木材の台頭・後継者不足により林業は
衰退し、平成○年における木材出荷量は昭
和○年の○割程度にとどまる。

…

⑦

○ 具体的なデータ（数値）を、時点・出典を明らかにして記
載してください。

○ データ（数値）全体が把握できる図表を挿入することが
好ましいです。
→ ⑧『【人口】』参照

⑦ 【産業】
○ 地域の課題と関連する場合に記載してください。
○ 地域の課題と関連する産業分野を特定して記載し
てください。

○ 地域の雇用状況・経済状況を必要に応じて具体的
に記載してください。

○ 地域の課題及び目標の根拠として必要な事項を漏
れなく記載してください。
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４ 地域再生計画の目標 ４－１

…
４ 地域再生計画の目標
４－１ 地域の現状
【地理的及び自然的特性】 （略）
【産業】 （略）
【人口】

本町の人口は、○年の○人をピークに
減少が続いており、直近の国勢調査（平
成○年実施）では○人まで落ち込んでい
る。国立社会保障・人口問題研究所によ
ると、現状のペースでは、平成○年には
昭和○年比で総人口が約○％減、生産年
齢人口では○％減となる見込みである。
（[図１]参照）。

…

⑧ 【人口】
○ 地域の課題と関連する場合に記載してください。
○ 人口の区分を明らかにして記載してください。
例 ・人口 ・交流人口 ・関係人口

・生産年齢人口 ・老年人口 ・年少人口
・自然増減 ・社会増減

○ 地域の課題及び目標の根拠として必要な事項を漏れ
なく記載してください。

⑧

○ 具体的なデータ（数値）を、時点・出典を明らかにして記
載してください。

○ データ（数値）全体が把握できる図表を挿入することが
好ましいです。
→ 次ページ参照
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４ 地域再生計画の目標 ４－１

…
[図１]○町人口推移

出典：総務省「国勢調査」（平成○年）

国立社会保障・人口問題研究所「地域将来推計人口」（平成○年）

図表の例

○ 出典を明らかにして
ください。

○ データ（数値）全体
が把握できる内容とし
てください。
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４ 地域再生計画の目標 ４－１

…
４ 地域再生計画の目標
４－１ 地域の現状
【地理的及び自然的特性】 （略）
【産業】 （略）
【人口】 （略）
【文化的所産】

【その他】

４－２ 地域の課題
本町の人口は、４－１記載のとおり、現

在ではピーク時の昭和○年の人口の約○割
となっており、このまま人口減少が進行し
た場合は、町内経済の衰退が懸念されてい
る。人口の減少は、本町の基幹産業である
林業の衰退に伴い、本町内の雇用の機会が
減少したことで、…

⑨ 【文化的所産】
○ 地域の課題と関連する場合に記載してください。
○ 地域資源であり、かつ、地域の課題及び目標と関
連する文化的所産について記載してください。

○ 地域の課題及び目標の根拠として必要な事項を漏
れなく記載してください。

⑨

○ 地域の課題と関連しない項目については、記載しないで
差し支えありません。

⑩

⑩ 【その他】
○ ⑥『【地理的及び自然的特定】』から⑨『【文化
的所産】』まで以外の事項で、地域の課題及び目標
の根拠として必要な事項がある場合は記載してくだ
さい。
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４ 地域再生計画の目標 ４－２

…
４ 地域再生計画の目標
４－１ （略）
４－２ 地域の課題

本町の人口は、４－１記載のとおり、現在ではピーク時の昭和○年の人口の約○割となってお
り、このまま人口減少が進行した場合は、町内経済の衰退が懸念されている。人口の減少は、本
町の基幹産業である林業の衰退に伴い、本町内の雇用の機会が減少したことで、若者の町外への
流出（社会減）が進んだことが原因と考えられる。若者の雇用機会を創出し、生産年齢人口減少
を食い止め、ひいては町内経済の衰退を防止することが、本町の課題である。

⑪

⑪ 地域の課題
○ ⑤『地域の現状』の原因となる、地域の課題を具
体的に記載してください。

○ 地域の課題は、このまま放置すると、地域再生に
支障を来すものであることを具体的に記載してくだ
さい。

○ 具体的なデータ（数値）を、時点・出典を明らかにして
記載してください。

○ 原因を分析し、具体的に記載してください。
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４ 地域再生計画の目標 ４－３

…
４ 地域再生計画の目標

４－１・４－２ （略）
４－３ 目標
【概要】

４－２に記載した課題に対応するため、本
町の豊かな森林資源を活用し、『体験型森林
ツーリズム事業』及び『木材製品の付加価値
向上及び新規販路の開拓事業』を一体的なプ
ロジェクトとして実施することで、町内経済
の活性化と雇用機会の創出を実現する。あわ
せて、ＵＩＪターンにより本町に移住する若
者に対して補助金を交付することで生産年齢
人口の転入超過（社会増）を促進し、人口減
少に歯止めをかけることを目標とする。

【数値目標】
…

⑫ 目標
○ ⑪『地域の課題』で分析した課題に直接応
える解決方法及び解決するための取組の目標
値を記載してください。⑫

⑬

⑬ 概要
○ 具体的な課題の解決方法及び取組の目標値
を記載してください。

○ 記載する取組は、５－２及び５－３を踏ま
えた内容としてください。
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４ 地域再生計画の目標 ４－３

…
４ 地域再生計画の目標
４－１・４－２ （略）
４－３ 目標
【概要】 （略）
【数値目標】

…

⑭

⑭ 【数値目標】
○ ⑬『概要』で記載した目標が達成されているか
否かが直接検証できる目標値を設定してください。

○ ②『地域再生計画の作成主体の名称』で記載し
た作成主体が作成している地域再生基本方針及び
地方版総合戦略と整合性がとれた目標を設定して
ください。

○ ５－２及び５－３に記載する事業を踏まえた目
標を設定してください。

○ 目標値は
・ できる限り実数
・ アウトカムベース
・ 明確かつ具体的
・ 測定可能
・ 達成可能
であるものを設定してください。

○ 『６ 計画期間』で設定した終期まで設定してください。

○ ＫＰＩは、「地方創生事業実施のためのガイドライン（平
成30年４月内閣府地方創生推進事務局）」を参考に設定
してください。

事業の名称
体験型森林

ツーリズム事業

木材製品の付加価
値向上及び新規販
路の開拓事業

基準年月

ＫＰＩ
森林ツーリズム
参加観光客数

木材製品出荷額

申請時 ０人 １億円 平成30年３月

平成30年度 1,000人 １億円 平成31年３月

平成31年度 4,000人 １億2,000万円 平成32年３月

平成32年度 8,000人 １億5,000万円 平成33年３月
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－１

…
５ 地域再生を図るために行う事業

５－１ 全体の概要
本町は、山間部に所在しており、林業を基幹産業としてき

た。しかしながら、平成○年代以後は、輸入木材の台頭等に
より、林業が衰退したことで雇用の機会が減少し、生産年齢
人口の流出が続いてきた。このまま人口減少が進むと、平成
○年には、本町の人口は昭和○年比で約○％減となる見込み
である。本町の豊かな森林資源を活用し、『体験型森林ツー
リズム事業』及び『木材製品の付加価値向上及び新規販路の
開拓事業』を一体的なプロジェクトとして実施することで、
町内経済の活性化と雇用機会の創出を実現し、あわせてＵＩ
Ｊターンにより本町に移住する若者に対して補助金を交付す
ることで生産年齢人口の転入超過（社会増）を促進し、人口
減少に歯止めをかけることを目標とする。

⑮

⑮ 全体の概要
○ ５－２及び５－３に記載する
事業の概要を端的に記載してく
ださい。

○ ⑬『【概要】』と同様の記載で差し
支えありません。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
５ 地域再生を図るために行う事業

５－１ （略）
５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業
○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する
寄附を行った法人に対する特例（内閣府）：【Ａ
２００７】
① 事業の名称
森林資源活用プロジェクト
ア 体験型森林ツーリズム事業
イ 木材製品の付加価値向上及び新規販路の開
拓事業

② 事業区分
農林水産業の振興

③ 事業の目的及び内容
【目的】

本町は、山間部に所在しており、…

⑯ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関
連する寄附を行った法人に対する特例（内閣
府）：【Ａ２００７】
○ このまま転記してください。
○ 地方創生応援税制以外に活用する支援措
置がある場合は、「(1) まち・ひと～」の
ようにナンバリングしてください。

⑯

⑰
⑰ 事業名
○ 申請する事業の特徴・独自性を端的に表
した名称としてください。

○ 事業に小区分がある場合は、各区分の名称
もあわせて記載してください。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
５ 地域再生を図るために行う事業
５－１ （略）
５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業
(1) （略）
① （略）
② 事業区分

農林水産業の振興
③ 事業の目的及び内容
【目的】

本町は、山間部に所在しており、林業を
基幹産業としてきた。しかしながら、平成
○年代以後は、輸入木材の台頭等により、
林業が衰退したことで雇用の機会が減少し、
生産年齢人口の流出が続いてきた。このま
ま人口減少が進むと、平成○年には、本町
の人口は昭和○年比で約○％減となる見込
みである。本町の…

⑱ 事業区分
○ 次の区分から、最も近しい区分を１つ選択し、
記載してください。

○ 複数の区分に該当する場合は、最も関連性が
強いものを選択してください。

⑱

地域産業の振興 観光業の振興

農林水産業の振興 ローカルイノベーション

人材の育成・確保 移住・定住促進

生涯活躍のまち 少子化対策

働き方改革 小さな拠点

まちづくり（コンパクトシティ等）
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業
(1) （略）
①・② （略）
③ 事業の目的及び内容
【目的】

本町は、山間部に所在しており、林業を基幹産業としてきた。しかしながら、平成○年代
以後は、輸入木材の台頭等により、林業が衰退したことで雇用の機会が減少し、生産年齢人
口の流出が続いてきた。このまま人口減少が進むと、平成○年には、本町の人口は昭和○年
比で約○％減となる見込みである。本町の豊かな森林資源を活用し、『体験型森林ツーリズ
ム事業』及び『木材製品の付加価値向上及び新規販路の開拓事業』を一体的なプロジェクト
として実施することで、町内経済の活性化と雇用機会の創出を実現し、これに伴い生産年齢
人口を転入超過（社会増）とすることで、人口減少に歯止めをかけることを目的とする。

…

⑲ 【目的】
○ 地方創生応援税制を活用する事業について、
４で記載した地域の現状・地域の課題を踏まえ
ながら簡潔に記載してください。

⑲

○ ５－１全体の概要の記載事項のうち、地方創生応援税
制を活用する事業に関連する事項の抜粋で差し支えあり
ません。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業
(1) （略）
①・② （略）
③ 事業の目的及び内容
【目的】 （略）
【事業の概要】
ア 体験型森林ツーリズム事業

本町と林業組合、林業事業者が共同して、町内在住の林業従事者が体験型の森林ツーリ
ズム（トレッキングや間伐体験等）のガイドを行う事業を実施する。この事業により、林
業従事者の雇用の場の拡大と町内事業者の観光収入の増加を図る。

イ （略）

⑳ 【事業の概要】
○ 事業期間中の事業内容を簡潔に記載してください。

⑳

○ 事業に小区分がある場合は、それぞれについて記載してください。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
③ 事業の目的及び内容
【目的】・【事業の概要】 （略）
【各年度の事業の内容】
ア 体験型森林ツーリズム事業
（平成30年度）

森林ツアーのルートや体験事業のコンテンツについて検討し、モニターツアーを５回
実施する。あわせて、大都市圏の住民に対してモニターツアーのＰＲを実施する。

（平成31年度）
上半期で本格的なトレッキングルートの整備工事を終え、下半期から本格的に森林ツ

アーを実施する。大都市圏の住民に対して、森林ツアーが本格的に始まったことをＰＲ
する。

イ （略）

㉑

㉑ 【各年度の事業の内容】
○ 年度ごとに、いつ・誰が・何を行うのか（自治体は何を実施するのか）等、事業主体を明確にした上で、で
きるだけ具体的に記載してください。

○ 補助金等を交付する事業である場合は、補助先及び補助率を記載してください。

○ 事業に小区分がある場合は、それぞれについて記載してください。
18



５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
①～③ （略）
④ 地方版総合戦略における位置付け

本町のまち・ひと・しごと創生総合戦略においては、森林資源を活用した交流人口拡大施策
と木材製品の出荷促進施策を定めており、「森林保全・活用プロジェクト」は、これらを総合
的に実施する事業である。また、総合戦略の基本目標として、年間観光入込客数（現状5,000 
人→平成33年度30,000 人）、町内総生産額（現状50 億円→平成33年度80億円）を定めており、
本プロジェクトは、まさにこの目標の達成に直接寄与するものである。

…

㉒

㉒ 地方版総合戦略における位置づけ
○ 地方創生応援税制を活用する事業が、地方版総合戦略に記載されたどの事業に該当するか、明らかにして記
載してください。

○ 地方創生応援税制を活用する事業が、地方版総合戦略に記載されたどの基本目標に寄与するか、明らかにし
て記載してください。

○ 地方創生応援税制を活用する事業が、地方版総合戦略に記載されたどのＫＰＩの達成に寄与するか、明らか
にして記載してください。
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事業の名称
体験型森林

ツーリズム事業

木材製品の付加価値
向上及び新規販路の

開拓事業
基準年月

ＫＰＩ
森林ツーリズム
参加観光客数

木材製品出荷額

申請時 ０人 １億円 平成30年３月

平成30年度 1,000人 １億円 平成31年３月

平成31年度 4,000人 １億2,000万円 平成32年３月

５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
①～④ （略）
⑤ 事業の実施状況に関する客観的な指標
（重要業績評価指標（ＫＰＩ））

…

㉓

㉓ 事業の実施状況に関する客観的な
指標（重要業績評価指標（ＫＰＩ））
○ ⑳及び㉑で記載した目標が達成さ
れているか否かが直接検証できる目
標値を設定してください。

○ ②『地域再生計画の作成主体の名
称』で記載した作成主体が作成して
いる地域再生基本方針及び地方版総
合戦略と整合性がとれた目標を設定
してください。

○ 目標値は
・ できる限り実数
・ アウトカムベース
・ 明確かつ具体的
・ 測定可能
・ 達成可能
であるものを設定してください。

○ 事業期間分のＫＰＩを設定してください（計画期間では
ありません。）。

○ ＫＰＩは、「地方創生事業実施のためのガイドライン
（平成30年４月内閣府地方創生推進事務局）」を参考
に設定してください。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
①～⑤ （略）
⑥ 事業費
ア 体験型森林ツーリズム事業 （単位：千円）

イ 木材製品の付加価値向上及び新規販路の開拓事業
（単位：千円）

㉔

㉔ 事業費
○ 予算書の節ごとの区分で記載して
ください。

○ 複数の事業が１つのプロジェクト
に包括され、予算が付けられる場合
は、地方創生応援税制を活用する事
業に係る費用のみを抽出し、記載し
てください。

○ 予算上の費用を記載してください
（実際に確定した事業費ではありま
せん。）

○ 補正等で予算上の費用額が変更となっ
た場合は、地域再生計画の変更が必要
です。

○ 事業に小区分がある場合は、それぞ
れについて記載してください。

事業費の区分
事業費の額

平成30年度 平成31年度 計

委託料 6 ,500 3 ,000 9 ,500

使用料 1 ,000 0 1 ,000

工事請負費 7 ,500 20,000 27,500 

需用費 700 1 ,000 1 ,700

役務費 300 3 ,000 3 ,300

事業費計 16,000 27,000 43,000 

事業費の区分
事業費の額

平成30年度 平成31年度 計

委託料 10,000 5,000 15,000

使用料 8,000 2,000 10,000

工事請負費 5,000 0 5,000

需用費 7,500 1,500 9,000

役務費 3,000 1,000 4,000

事業費計 33,500 9,500 43,000
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

…
①～⑥ （略）
⑦ 申請時点での寄附の見込み

（単位：千円）

…

㉕

㉕ 申請時点での寄附の見込み
○ いずれかの年に、10万円以上の寄
附の見込みがあることが必要です。

○ 具体的な企業名を記載される場合
は、当該企業から地域再生計画に掲
載することの了承をあらかじめ得て
ください。

○ 地域再生計画に具体的な企業名を
掲載することの了承が得られなかっ
た場合は、「製造業」等、業種を記
載してください。

○ 事業に小区分がある場合であっても、
一括して記載してください。

寄附法人名

寄附の見込額

平成30年度 平成31年度 計

株式会社○○ 20,000 - 20,000

製造業 100 100 200

サービス業 100 100 200

計 20,200 200 20,400
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

⑧ 事業の評価の方法（ ＰＤＣＡサイクル）
【評価の手法】

事業のＫＰＩである森林ツーリズム参加観光客数及び木材製品出荷額について、実績値を
公表する。また、当町の総合戦略策定委員（△×銀行○○支店役員、○●大学教授）により、
事業の結果を検証し、改善点を踏まえて次年度の事業手法を改良することとする。

【評価の時期及び内容】
毎年度○月に外部有識者（総合戦略策定委員）による効果検証を行い、翌年度以降の取組

方針を決定する。
【公表の方法】

目標の達成状況については、検証後速やかに○○町公式ＷＥＢサイト上で公表する。
…

㉖

㉖ 【評価の手法】
○ ⑤で設定したＫＰＩについて、自治体以外の第三者が参画した評価組織による評価を受ける旨を記載して
ください。

㉗

㉘

㉘ 【公表の方法】
○ 自治体のホームページ等、第三者がアクセスできる媒体で公表する旨を記載してください。

㉗ 【評価の時期及び内容】
○ 評価は毎年行う旨を記載してください。

23



５ 地域再生を図るために行う事業 ５－２

①～⑧ （略）
⑨ 事業期間

平成○年○月～平成32年３月

…

㉙

㉙ 事業期間
○ 地方創生応援税制は、平成32年３月31日までの制度であるため、当該日以前を終期として記載してくださ
い。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－３

５ 地域再生を図るために行う事業
５－１・５－２ （略）
５－３ その他の事業
５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置

該当なし
…

㉚

㉚ 地域再生基本方針に基づく措置
○ 地域再生基本方針別表の施策名欄中地域における男女共同参画促進を支援するアドバイザー派遣支援事業
から生涯活躍のまち形成事業計画によるサービス付き高齢者向け住宅の入居者要件の設定までの施策（地域再
生計画認定申請マニュアル（各論）の地域再生計画・支援措置一覧の２）地域再生計画と連動した支援措置に
記載された施策）を活用する場合に記載してください。

○ 記載事項は、地域再生計画認定申請マニュアル（各論）の各施策の該当頁をご確認ください。
○ 支援措置を活用しない場合は、「該当なし」と記載してください。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－３

５ 地域再生を図るために行う事業
５－１・５－２ （略）
５－３ その他の事業
５－３－１ （略）
５－３－２ 支援措置によらない独自の取組
(1) 若者移住定住促進補助金事業
① 事業概要

ＵＩＪターンにより本町に移住する若者に対して補助金を交付することで、生産年齢人
口の転入超過（社会増）を促進し、人口減少に歯止めをかけることを目標とする。

㉛

㉛ 支援措置によらない独自の取組
○ 地域再生計画で設定した目標を達成するために、国の補助金等に依らず、地域再生計画を作成した自治体
が独自に実施する取組を記載してください。

○ 必ず１つ以上の事業を記載してください。

㉜

㉜ 独自に取り組む事業の名称
○ 事業の特徴・独自性を端的に表した名称としてください。
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５ 地域再生を図るために行う事業 ５－３

…
５－３－２ 支援措置によらない独自の取組
(1) 若者移住定住促進補助金事業
① 事業概要

ＵＩＪターンにより本町に移住する若者に対
して補助金を交付することで、生産年齢人口の
転入超過（社会増）を促進し、人口減少に歯止
めをかけることを目標とする。

② 事業実施主体
○○県○○郡○○町

③ 事業実施期間
平成30年４月１日から平成33年３月31日まで

…

㉝

㉞

㉟

㉝ 事業概要
○ 独自で取り組む事業について、簡潔に記
載してください。

○ ④『地域再生計画の目標』で掲げた地域
の課題の解決及び目標の達成に資する事業
を設定してください。

㉞ 事業実施主体
○ 独自で取り組む事業を実施する者を記載
してください。

○ 記載方法は、②『地域再生計画の作成主
体の名称』をご確認ください。

㉟ 事業実施期間
○ 地域再生計画は、おおむね５年（少なく
とも３年以上）とする必要があるため、平
成33年３月31日以後の終期を設定してくだ
さい。
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６ 計画期間

６ 計画期間
地域再生計画の認定の日から平成33年３月31

日まで
…

㊱ ㊱ 計画期間
○ ５－２及び５－３で設定した事業のうち最も終
期が遅いものと揃えてください。

○ 地域再生計画は、おおむね５年（少なくとも３
年以上）とする必要があります。

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項
７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法

４に掲げるＫＰＩである森林ツーリズム参加観光客数及び木材製品出荷額について、実績値を
公表する。また、当町の総合戦略策定委員（△×銀行○○支店役員、○●大学教授）により、事
業の結果を検証し、改善点を踏まえて次年度の事業手法を改良することとする。

㊲ 目標の達成状況に係る評価の手法
○ ４で設定したＫＰＩについて、自治体以外の第三者が参画した評価組織による評価を受ける旨を記載して
ください。

○ ㉖『評価の手法』と同様の手法とする場合は、㉖『評価の手法』と同様の記載として差し支えありません。

㊲
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７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項

○ ㉗『評価の時期及び内容』と同様の手法とする場合は、㉖『評価の時期及び内容』と同様の記載として差し支
えありません。

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項
７－１ （略）
７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容

毎年度○月に外部有識者（総合戦略策定委員）による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針
を決定する。

７－３ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法
目標の達成状況については、検証後速やかに○○町公式ＷＥＢサイト上で公表する。

㊳ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容
○ 評価は毎年行う旨を記載してください。

㊴ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法
○ 自治体のホームページ等、第三者がアクセスできる媒体で公表する旨を記載してください。

○ ㉘『公表の方法』と同様の手法とする場合は、㉘『公表の方法』と同様の記載として差し支えありません。

㊳

㊴
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年

実
施

）
で

は
○

人
ま

で
落

ち
込

ん
で

い
る

。
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
に

よ
る

と
、

現
状

の
ペ

ー
ス

で
は

、
平

成
○

年
に

は
 
昭

和
○

年
比

で
総

人
口

が
約

○
％

減
、
生
産
年
齢
人
口
で
は

○
％
減
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
（
[
図
１
]
参
照
）

。
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計
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[
図
１
]
 
○
町
人
口
推
移

 

          

出
典
：
総
務
省
「
国
勢
調

査
」
（
平
成
○
年
）

 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
「
地
域
将
来
推

計
人
口
」
（
平
成
○
年
）

 

 

４
－
２
 
地
域
の
課
題

 

本
町

の
人
口
は
、
４
－
１

記
載
の
と
お
り
、
現
在
で

は
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
○
年

の
人
口
の
約

○
割
と

な
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
行

し
た
場
合
は
、
町
内
経
済

の
衰
退
が
懸
念

さ
れ
て

い
る
。
人
口
の
減

少
は
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
林
業
の
衰
退
に
伴

い
、
本
町
内
の

雇
用
の

機
会
が
減
少
し
た

こ
と
で
、
若
者
の
町
外
へ

の
流
出
（
社
会
減
）
が
進

ん
だ
こ
と
が
原

因
と
考

え
ら
れ
る
。
若
者

の
雇
用
機
会
を
創
出
し
、

生
産
年
齢
人
口
減
少
を
食

い
止
め
、
ひ
い

て
は
町

内
経
済
の
衰
退
を

防
止
す
る
こ
と
が
、
本
町

の
課
題
で
あ
る
。

 

 

４
－
３
 
目
標
 

【
概
要
】
 

４
－
２
に
記
載
し
た
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
本
町

の
豊
か
な
森
林
資
源
を
活

用
し
、
『

体
験
型
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
』
及
び
『
木
材
製
品

の
付
加
価
値
向
上
及
び
新

規
販
路
の
開

拓
事
業
』
を
一
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
で
、
町
内
経
済

の
活
性
化
と

雇
用
機
会
の
創
出
を
実
現

す
る
。
あ
わ
せ
て
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
り
本
町
に

移
住
す
る
若

者
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
で
生
産
年
齢

人
口
の
転
入
超
過
（
社
会

増
）
を
促
進

し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。
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参
考
 
地
域

再
生
計
画

記
載
例
 

全
文

 

【
数
値
目
標
】
 

事
業
の
名

称
 

体
験
型
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
 

木
材
製
品
の
付
加
価
値
向
上

及
び
新
規
販
路
の
開
拓
事
業
 

基
準
年
月
 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
 

森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム

参
加
観
光
客
数
 

木
材
製
品
出
荷
額
 

申
請
時
 

０
人
 

１
億
円
 平

成
 3
0
年

３
月

 

平
成
3
0年

度
 

1
,
0
0
0
人
 

１
億
円
 平

成
 3
1
年

３
月
 

平
成
3
1年

度
 

4
,
0
0
0
人
 

１
億
2
,
00
0
万
円
 平

成
 3
2
年

３
月
 

平
成
3
2年

度
 

8
,
0
0
0
人
 

１
億
5
,
00
0
万
円
 平

成
 3
3
年

３
月
 

 ５
 
地
域
再
生
を
図
る
た

め
に
行
う
事
業
 

５
－
１
 
全
体
の
概
要

 

本
町

は
、
山
間
部
に
所
在

し
て
お
り
、
林
業
を
基
幹

産
業
と
し
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら

、

平
成
○

年
代
以
後
は
、
輸

入
木
材
の
台
頭
等
に
よ
り

、
林
業
が
衰
退
し
た
こ
と

で
雇
用
の
機

会

が
減
少

し
、
生
産
年
齢
人

口
の
流
出
が
続
い
て
き
た

。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が

進
む
と
、
平

成

○
年
に

は
、
本
町
の
人
口

は
昭
和
○
年
比
で
約
○
％

減
と
な
る
見
込
み
で
あ
る

。
本
町
の
豊

か

な
森
林

資
源
を
活
用
し
、

『
体
験
型
森
林
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
』
及
び
『
木
材
製

品
の
付
加
価

値

向
上
及

び
新
規
販
路
の
開

拓
事
業
』
を
一
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
で

、

町
内
経

済
の
活
性
化
と
雇

用
機
会
の
創
出
を
実
現
し

、
あ
わ
せ
て
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
り
本

町

に
移
住

す
る
若
者
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
生
産
年
齢
人
口
の
転

入
超
過
（
社

会

増
）
を

促
進
し
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

 

 

５
－
２
 
第
５
章
の
特
別

の
措
置
を
適
用
し
て
行
う

事
業
 

○
 
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に

関
連
す
る
寄
附
を
行
っ
た

法
人
に
対
す

る

特
例
（
内
閣
府
）
：
【
Ａ

２
０
０
７
】
 

①
 
事
業
の
名
称

 

森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
 

ア
 
体
験
型
森
林
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
 

イ
 
木
材
製
品
の
付
加
価

値
向
上
及
び
新
規
販
路
の

開
拓
事
業
 

②
 
事
業
区
分
 

農
林
水
産
業
の
振
興
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再
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計
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載
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③
 
事
業
の
目
的
及
び
内

容
 

【
目
的
】
 

本
町
は
、
山
間
部
に
所
在

し
て
お
り
、
林
業
を
基
幹

産
業
と
し
て
き
た
。
し
か

し
な

が
ら
、
平
成
○
年
代
以
後

は
、
輸
入
木
材
の
台
頭
等

に
よ
り
、
林
業
が
衰
退
し

た
こ
と

で
雇
用
の
機
会
が
減
少
し

、
生
産
年
齢
人
口
の
流
出

が
続
い
て
き
た
。
こ
の
ま

ま
人
口

減
少
が
進
む
と
、
平
成
○

年
に
は
、
本
町
の
人
口
は

昭
和
○
年
比
で
約
○
％
減

と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
本
町
の

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用

し
、
『
体
験
型
森
林
ツ
ー

リ
ズ
ム

事
業
』
及
び
『
木
材
製
品

の
付
加
価
値
向
上
及
び
新

規
販
路
の
開
拓
事
業
』
を

一
体
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
で
、
町
内

経
済
の
活
性
化
と
雇
用
機

会
の
創

出
を
実
現
し
、
こ
れ
に
伴

い
生
産
年
齢
人
口
を
転
入

超
過
（
社
会
増
）
と
す
る

こ
と
で

、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

【
事
業
の
概
要
】

 

ア
 
体
験
型
森
林
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
 

本
町
と
林
業
組
合
、
林
業

事
業
者
が
共
同
し
て
、
町

内
在
住
の
林
業
従
事
者
が

体

験
型
の
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
間
伐

体
験
等
）
の
ガ
イ
ド
を
行

う
事

業
を
実
施
す
る
。
こ
の
事

業
に
よ
り
、
林
業
従
事
者

の
雇
用
の
場
の
拡
大
と
町

内
事

業
者
の
観
光
収
入
の
増
加

を
図
る
。
 

イ
 
木
材
製
品
の
付
加
価

値
向
上
及
び
新
規
販
路
の

開
拓
事
業
 

こ
れ
ま
で
建
築
用
資
材
と

し
て
の
み
活
用
さ
れ
て
い

た
森
林
資
源
に
つ
い
て
、

新

た
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ

ッ
プ
と
し
て
加
工
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
近
隣

市
や

町
内
の
事
業
者
と
と
も
に

、
製
品
開
発
を
行
う
。
開

発
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

チ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市

と
町
内
事
業
者
が
主
体
と

な
っ
て
設
立
す
る
新
会
社

（
町

も
一
部
出
資
）
が
生
産
し

、
大
都
市
圏
の
事
業
者
に

販
売
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の

で
、
町
と
し
て
こ
れ
を
資

金
面
で
後
押
し
し
て
い
く

。
 

こ
の
事
業
に
よ
り
、
町
に

新
た
な
産
業
を
生
み
出
す

こ
と
で
、
町
内
生
産
額
を

増

加
さ
せ
、
町
内
経
済
を
活

性
化
す
る
と
と
も
に
、
雇

用
の
場
の
拡
大
を
図
る
。
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【
各
年
の
事
業
の
内
容
】

 

ア
 
体
験
型
森
林
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
 

（
平
成
3
0
年
度
）

 

森
林
ツ
ア
ー
の
ル
ー
ト
や

体
験
事
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
つ
い
て
検
討
し
、

モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
５
回
実

施
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
大

都
市
圏
の
住
民
に
対
し

て

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
Ｐ
Ｒ

を
実
施
す
る
。
 

（
平
成
3
1
年
度
）

 

上
半
期
で
本
格
的
な
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

工
事
を
終
え
、
下
半

期

か
ら
本
格
的
に
森
林
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
。
大
都
市

圏
の
住
民
に
対
し
て
、

森

林
ツ
ア
ー
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

。
 

イ
 
木
材
製
品
の
付
加
価

値
向
上
及
び
新
規
販
路
の

開
拓
事
業
 

（
平
成
3
0
年
度
）

 

製
品
開
発
の
主
体
と
な
る

会
社
を
事
業
者
と
と
も
に

設
立
。
製
品
開
発
を

開

始
。
 

（
平
成
3
1
年
度
）

 

製
品
開
発
と
並
行
し
て
販

路
開
拓
を
開
始
し
、
新
た

な
販
路
に
製
品
を
出

荷

開
始
。
 

④
 
地
方
版
総
合
戦
略
に

お
け
る
位
置
付
け

 

本
町
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お

い
て
は
、
森
林
資
源
を
活

用
し
た

交
流
人
口
拡
大
施
策
と
木

材
製

品
の
出
荷
促
進
施
策

を
定
め
て
お
り
、
「
森
林

保
全
・
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

こ
れ

ら
を
総
合
的
に
実
施

す
る
事
業
で
あ
る
。
ま
た

、
総
合
戦

略
の

基
本

目
標

と
し

て
、

年
間

観
光

入
込

客
数

（
現

状
5
,
0
0
0
人

→
平

成
3
3
年

度
3
0
,
0
0
0

人
）
、
町
内
総
生
産
額
（

現
状
5
0
億
円
→
平
成
3
3
年

度
8
0
億
円
）
を
定
め
て
お

り
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
さ
に

こ
の

目
標
の
達
成
に
直
接

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
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再
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計
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記
載
例
 

全
文

 

⑤
 
事
業
の
実
施
状
況
に

関
す
る
客
観
的
な
指
標
（

重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
）
 

事
業
の
名

称
 
体
験
型
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
 

木
材
製
品
の
付
加
価
値
向
上
及
び
新
規

販
路
の
開
拓
事
業
 

年
月
 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
 

森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
参
加
観

光
客
数
 

木
材
製
品
出
荷
額
 

申
請
時
 

０
人
 

１
億
円
 平

成
 3
0
年

３
月

 

平
成
3
0年

度
 

1
 ,
0
0
0
人
 

１
億
円
 平

成
 3
1
年

３
月
 

平
成
3
1年

度
 

4
 ,
0
0
0
人
 

１
億

2
, 
0
0
0
万
円
 平

成
 3
2
年

３
月
 

 ⑥
 
事
業
費
 

ア
 
体
験
型
森
林
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
千
円
）
 

事
業
費
の
区
分
 

事
業
費
の
額
 

平
成
3
0年

度
 

平
成
3
1年

度
 

計
 

委
託
料
 

6
 ,
5
0
0
 

3
 ,
0
0
0
 

9
 ,
5
0
0
 

使
用
料
 

1
 ,
0
0
0
 

0
 

1
 ,
0
0
0
 

工
事
請
負
費
 

7
 ,
5
0
0
 

2
0
,
0
0
0 

2
7
,
5
0
0
  

需
用
費
 

7
0
0 

1
 ,
0
0
0
 

1
 ,
7
0
0
 

役
務
費
 

3
0
0 

3
 ,
0
0
0
 

3
 ,
3
0
0
 

事
業
費
計
 

1
6
,
0
0
0 

2
7
,
0
0
0 

4
3
,
0
0
0
  

イ
 
木
材
製
品
の
付
加
価

値
向
上
及
び
新
規
販
路
の

開
拓
事
業
 
 
 

（
単
位
：
千
円
）
 

事
業
費
の
区
分
 

事
業
費
の
額
 

平
成

3
0
年
度
 

平
成
3
1年

度
 

計
 

委
託
料
 

1
0
,
0
0
0 

5
 ,
0
0
0
 

1
5
,
0
0
0 

使
用
料
 

8
 ,
0
0
0
 

2
 ,
0
0
0
 

1
0
,
0
0
0 

工
事
請
負
費
 

5
 ,
0
0
0
 

0
 

5
 ,
0
0
0
 

需
用
費
 

7
 ,
5
0
0
 

1
,
5
0
0 

9
 ,
0
0
0
 

役
務
費
 

3
 ,
0
0
0
 

1
 ,
0
0
0
 

4
 ,
0
0
0
 

事
業
費
計
 

3
3
,
5
0
0 

9
,
5
0
0 

4
3
,
0
0
0 
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域

再
生
計
画

記
載
例
 

全
文

 

⑦
 
申
請
時
点
の
寄
附
の

見
込
み
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
千
円
）
 

寄
附
法
人
名
 

寄
附
の
見
込
額
 

平
成

3
0
年
度
 

平
成

3
1
年
度
 

計
 

株
式
会
社
○
○
 

2
0
,
0
0
0 

-
 

2
0
,
0
0
0 

製
造
業
 

1
0
0 

1
0
0 

2
0
0 

サ
ー
ビ
ス
業
 

1
0
0 

1
0
0 

2
0
0 

計
 

2
0
,
2
0
0 

2
0
0 

2
0
,
4
0
0 

 ⑧
 
事
業
の
評
価
の
方
法

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）

 
 

【
評
価
の
手
法
】

 

事
業
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
あ
る
森

林
ツ
ー
リ
ズ
ム
参
加
観
光

客
数
及
び
木
材
製
品
出
荷

額
に

つ
い

て
、

実
績

値
を

公
表

す
る

。
ま

た
、

当
町

の
総

合
戦

略
策

定
委

員
（

△
×

銀
行

○
○
支
店
役
員
、
○
●
大

学
教
授
）
に
よ
り
、
事
業

の
結
果
を
検
証
し
、
改
善

点
を

踏

ま
え
て
次
年
度
の
事
業
手

法
を
改
良
す
る
こ
と
と
す

る
。
 

【
評
価
の
時
期
及
び
内
容

】
 
 

毎
年
度
○
月
に
外
部
有
識

者
（
総
合
戦
略
策
定
委
員

）
に
よ
る
効
果
検
証
を
行

い
、

翌
年
度
以
降
の
取
組
方
針

を
決
定
す
る
。
 

【
公
表
の
方
法
】
 
 

目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い

て
は
、
検
証
後
速
や
か
に

○
○
町
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
上

で
公
表
す
る
。
 

⑨
 
事
業
実
施
期
間

 

平
成
○
年
○
月
～
平
成
3
2
年
３
月
 

 

５
－
３
 
そ
の
他
の
事
業

 

５
－
３

－
１
 
地
域
再
生

基
本
方
針
に
基
づ
く
支
援

措
置
 

該
当
な
し
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参
考
 
地
域

再
生
計
画

記
載
例
 

全
文

 

５
－
３
－
２
 
支
援
措
置

に
よ
ら
な
い
独
自
の
取
組

 

○
 
若
者
移
住
定
住
促
進

補
助
金
事
業
 

①
 
事
業
概
要
 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
り
本

町
に
移
住
す
る
若
者
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る

こ
と

で
、
生
産
年
齢
人
口
の
転

入
超
過
（
社
会
増
）
を
促

進
し
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か

け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る

。
 

②
 
事
業
実
施
主
体

 

○
○
県
○
○
郡
○
○
町

 

③
 
事
業
実
施
期
間

 

平
成
3
0
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
3
3
年
３
月
3
1
日
ま
で

 

 ６
 
計
画
期
間
 

地
域
再
生
計
画
の
認
定
の

日
か
ら
平
成
3
3
年
３
月
3
1
日
ま
で
 

 ７
 
目
標
の
達
成
状
況
に

係
る
評
価
に
関
す
る
事
項

 

７
－
１
 
目
標
の
達
成
状

況
に
係
る
評

価
の
手
法

 

４
に
掲
げ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
あ

る
森
林

ツ
ー
リ
ズ
ム
参
加

観
光
客
数
及
び
木
材
製
品

出
荷
額
に
つ

い
て
、
実
績
値
を
公
表
す

る
。
ま
た

、
当
町
の
総
合

戦
略
策
定
委
員
（
△
×
銀

行
○
○
支
店
役

員
、
○
●
大
学
教
授
）
に

よ
り
、
事
業
の
結
果
を
検

証
し
、
改
善
点
を
踏
ま
え

て
次
年
度
の

事

業
手
法
を
改
良
す
る
こ
と

と
す
る
。
 

 

７
－
２
 
目
標
の
達
成
状

況
に
係
る
評
価
の
時
期
及

び
評
価
を
行
う
内
容

 

毎
年
度
○
月
に
外
部
有
識

者
（
総
合
戦
略
策
定
委
員

）
に
よ
る
効
果
検
証
を
行

い
、
翌
年

度

以
降
の
取
組
方
針
を
決
定

す
る
。
 

 

７
－
３
 
目
標
の
達
成
状

況
に
係
る
評
価
の
公
表
の

手
法
 
 

目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い

て
は
、
検
証
後
速
や
か
に

○
○
町
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
上
で
公

表

す
る
。
 



頁
番

号

□
改
行
し
て

い
ま

せ
ん

か
。

□
記
号
や

環
境

依
存

文
字

を
使

用
し

て
い

ま
せ

ん
か

。

□
（
作
成
主

体
が

市
の

場
合

）
市

名
の

み
記

載
し

て
い

ま
す

か
。

□
（
作
成

主
体

が
市

以
外

の
場

合
）

都
道

府
県

名
か

ら
記

載
し

て
い

ま
す

か
。

3
□

区
域
が
特

定
で

き
る

よ
う

に
記

載
し

て
い

ま
す

か
。

3
③

□
【
地
理

的
及

び
自

然
的

特
性

】
を

必
ず

記
載

し
て

い
ま

す
か

。

□
デ
ー
タ
に

は
、

時
点

及
び

出
典

を
明

記
し

て
い

ま
す

か
。

□
4
-
1
の
現

状
か

ら
生

じ
た

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
か

。

□
課
題
は
、

地
域

再
生

に
支

障
と

な
る

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
か

。

□
目
標
は

、
4
-
2
の

課
題

解
決

に
資

す
る

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
か

。

□
数
値
目
標

は
、

次
の

全
て

を
満

た
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

か
。

□
●
ア
ウ

ト
カ

ム
ベ

ー
ス

で
あ

る
。

□
●
具
体
的

で
あ

る
。

□
●
測
定
可

能
で

あ
る

。

□
●
達
成

可
能

で
あ

る
。

□
●
地
域
再

生
基

本
方

針
及

び
貴

団
体

が
作

成
す

る
地

方
版

総
合

戦
略

と
整

合
が
と
れ
て

い
る

。

5
-
1

□
5
-
2
だ

け
で

な
く

、
5
-
3
で

記
載

す
る

事
業

の
概

要
も

記
載

し
て

い
ま

す
か

。
1
3

⑮

1
4

⑯

①
1
4

⑰
②

1
5

⑱

□
4
-
1
及
び

4
-
2
を

踏
ま

え
た

記
載

と
な

っ
て

い
ま

す
か

。
1
6

⑲

1
7

⑳

□
具
体
的

な
内

容
（

い
つ

、
ど

こ
で

、
だ

れ
が

、
な

に
を

す
る

）
が

明
確

に
な
っ
て

い
ま

す
か

。
1
8

㉑

④
□

貴
団
体
が

作
成

す
る

地
方

版
総

合
戦

略
と

整
合

が
と

れ
て

い
ま

す
か

。
1
9

㉒

□
数
値
目

標
は

、
次

の
全

て
を

満
た

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
か

。

□
●
ア
ウ

ト
カ

ム
ベ

ー
ス

で
あ

る
。

□
●
具
体
的

で
あ

る
。

□
●
測
定
可

能
で

あ
る

。

□
●
達
成

可
能

で
あ

る
。

□
●
地
域
再

生
基

本
方

針
及

び
貴

団
体

が
作

成
す

る
地

方
版

総
合

戦
略

と
整

合
が
と
れ
て

い
る

。

⑥
□

予
算
書
の

節
ご

と
の

区
分

で
記

載
し

て
い

ま
す

か
。

2
1

㉔

□
１
件
1
0
万

円
以

上
の

寄
附

額
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

□
具
体
的
な

企
業

名
を

記
載

し
て

い
る

場
合

、
当

該
企

業
か

ら
地

域
再

生
計

画
に
記
載
す

る
こ

と
の

了
承

が
得

ら
れ

て
い

ま
す

か
。

□
企
業
か
ら

の
寄

附
の

見
返

り
と

し
て

、
経

済
的

な
利

益
の

供
与

を
行

う
こ

と
と
な
っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

□
評
価
を

行
う

者
に

行
政

以
外

の
第

三
者

が
参

画
し

て
い

ま
す

か
。

□
評
価
を
毎

年
度

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

か
。

□
第
三
者

が
ア

ク
セ

ス
で

き
る

媒
体

で
公

表
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
か

。
⑨

□
終
期
は
平

成
3
2
年

３
月

3
1
日

以
前

と
し

て
い

ま
す

か
。

2
4

㉙

5
-
3
-
1

□
該
当
す
る

支
援

措
置

が
な

い
場

合
は

、
「

該
当

な
し

」
と

記
載

し
て

い
ま

す
か
。

2
5

㉚

5
-
3
-
2

□
１
事
業
以

上
記

載
し

て
い

ま
す

か
。

2
6
・

2
7

㉛
～

㉟
6

□
終
期
は
平

成
3
3
年

３
月

3
1
日

以
後

と
し

て
い

ま
す

か
。

2
8

㊱

7
-
1

□
評
価
を
行

う
者

に
行

政
以

外
の

第
三

者
が

参
画

し
て

い
ま

す
か

。
2
8

㊲
7
-
2

□
評
価
を
毎

年
度

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

か
。

2
9

㊳

7
-
3

□
第
三
者
が

ア
ク

セ
ス

で
き

る
媒

体
で

公
表

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

か
。

2
9

㊴

目
標
の
達
成
状
況
に
係
る
評
価
に
関
す
る
事
項

目
標
の
達
成
状
況
に
係
る
評
価
の
手
法

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用

事
業
に
関
連
す
る
寄
附
を
行
っ
た
法
人

に
対
す
る
特
例
（
内
閣
府
）
：

【
A
2
0
0
7
】

事
業
の
名
称

地
域
再
生
基
本
方
針
に
基
づ
く
支
援
措

置

計
画
期
間

支
援
措
置
に
よ
ら
な
い
独
自
の
取
組

⑦
申
請
時
点
で
の
寄
附
の
見
込
み

そ
の
他
の
事
業 【
事
業
の
内
容
】

地
方
版
総
合
戦
略
に
お
け
る
位
置

づ
け

(
1
)

③⑤⑧

作
成

さ
れ

た
地

域
再

生
計

画
を

内
閣

府
に

提
出

す
る

前
に

、
以

下
の

項
目

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

地
域
再
生
計
画
の
区
域

地
域
再
生
計
画
の
目
標

地
域
再
生
を
図
る
た
め
に
行
う
事
業

全
体
の
概
要

地
域
の
現
状

4
-
1

地
域
の
課
題

目
標

4
-
2

4
-
3

第
５
章
の
特
別
の
措
置
を
適
用
し
て
行
う
事
業

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

1
0

1
1
・

1
2

2
0

2
3

㉕
2
2

事
業
費

㉓

㉖
～
㉘

事
業
の
実
施
状
況
に
関
す
る
客
観

的
な
指
標
（
重
要
業
績
評
価
指
標

（
K
P
I
）
）

事
業
期
間

【
事
業
の
概
要
】

事
業
区
分

事
業
の
目
的
及
び
内
容

【
目
的
】

④
～

⑩

⑪

⑫
～

⑭

7

-

5

5
-
2

5
-
3

目
標
の
達
成
状
況
に
係
る
評
価
の
時
期
及
び
評

価
を
行
う
内
容

目
標
の
達
成
状
況
に
係
る
評
価
の
公
表
の
手
法

事
業
の
評
価
の
方
法
（
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
）

---

地
域

再
生

計
画

作
成

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
（

企
業

版
ふ

る
さ

と
納

税
）

22

4
～

9

地
域
再
生
計
画
上
の
項
目

確
認

項
目

ポ
イ

ン
ト

集

124

①②
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